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①人権問題を自らの問題として捉え、町民一人一人の行動につなげていく。
②誰もが安心して暮らせる岩美町を目指し人権問題に関する知識の普及と啓発を行う。
目標達成に向けて岩美町人権教育推進協議会を軸として、各地域の人推会、自治会、老人会、婦人会、企業、家庭が連携しなが
ら人権教育の推進及び啓発に努めています。具体的な取組としましては、人権教育講演会、人権教育講座、地域における人権教
育研修会、部落解放講座、学校における人権教育の推進、PTA保護者の人権教育研修など学習機会の提供を行っています。ま
た、取組に対する検証の一つとして、５年に一度、町民の人権に関する意識調査を実施しております。直近の町民意識調査の結果
からは、様々な人権問題について「他人事ではなく自分の事として考える」ことに課題が残っています。さらに、近年では災害や感
染症における誹謗中傷、風評被害やネット上における差別的な書き込み、性の多様性、ジェンダー（生物学的な性別とは異なる社
会的・文化的な役割としての性を意味する）の問題、最大の人権侵害でもある戦争や紛争など新たな人権問題が現れています。
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　ご提案いただきましたように、本町におきましても、人権尊重のまちづくりを目指し、下記事業概
要の２点を目標に取組を積み重ねてきました。差別や偏見、誹謗中傷など間違っているという事は
理解できても、それらの人権問題に対して自分のこととして向き合うこと、行動につなげていくこと
はとても難しいことではありますが、引き続き、常に実践と検証を繰り返しながら、これまでの取組
に少しでもより良いものになるよう改良を加えながら継続して地道に取り組んでまいります。
　また、差別禁止法の整備につきまして、関係団体と連携して国に要請していくとともに、鳥取県人
権尊重社会づくり条例を踏まえ、岩美町あらゆる差別をなくする条例に差別禁止を反映させるよう
検討を進めます。
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部落差別をはじめとするあらゆる差別をなくして人権尊重のまちづくり
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部落差別をはじめとする
あらゆる差別をなくして人
権尊重のまちづくり
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主管課 教育委員会
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